
288

（83）

氏名（生年且日）

本　　　　．籍

学位の種類
学位授与の番号

学位授与の日付

学位授与の要件

学位論文題目

論文審査委員

ヤ　　　　　ゴ　　　　　アヤ　　　　コ

矢後文子（昭和1

博士（医学）

乙第1330号

平成4年12月18日

学位規則第4条第2項該当（博士の学位論文提出者）

皮膚リーシュマニア症の実験的研究

　皮膚リーシュマニア症の治療

　1－Promastigote型原虫による温熱療法の基礎実験一

　2－Promastigote型原虫に対するアンチモン剤とMetro皿idazoleの薬効

　の比較一

（主査）教授　白坂　龍鑛

（副査）教授　川島　　真，金野　公郎

論　文　内　容　の　要　旨

　目的

　皮膚リーシュマニア症（リ症）の第一選択剤は，副

作用の強い重金属のアンチモン剤（ア剤）である．ア

剤に代わる安全な治療法開発のために，勿厩％oで殺

原虫条件を検討した．原虫が，皮膚に寄生する原因の

1つに，低温への適応が考えられる．そこで，原虫を

温冷負荷し，生存不能な温度と時間の条件を求めた．

さらに，代表的な抗原虫薬であるメトロニダゾール（メ

剤）が，殺り症原虫作用を持つか，ア剤と比較検討した．

　方法

　実験1

　三三負荷は，試験管に1，3mlのNNN培地と0．1mI

中5．5×105隻以上を含む原虫液と0．9mlの生食を入

れ，恒温室または漕に各一定時間静置後，生き残った

原虫を25℃で増殖した．負荷温は，高温として56℃，

温熱療法用として42℃，体深部温の37℃，培養至適温度

の25℃および低温として7℃を行った．恒温漕での保

温は，水面と試験管内の生食面を同一にした同一水位

法と，生食面上の斜面も保温した高水位法を行った．1

時間保温後25℃に戻すことを繰り返す保温中断実験も

行った．滞日的に，培地の液体部を400倍率で5視野観

察し，14日後までに死虫のみ観察される条件を求めた．

　実験2

　薬剤による殺原虫実験は，試験管に1．3mlのNNN

培地と0．1ml中5．5×105隻以上を含む原虫液と薬剤を

溶解した0．9m1の生食（薬剤生食）を加え，実験1と同

様に観察した．薬剤生食は，原虫の培養初日より加え

た初日投薬法と，4日間培養後に加えた4日後投薬法

の2法を行った．薬量は，主に成人の治療量であるア

剤1に対し，メ剤は1，25より3。75倍量とした．

　結果

　実験1

　1）原虫は恒温室内の24時間保温では，42℃と56℃で

死滅した．

　2）原虫は42℃の恒温漕での継続保温では，同一水位

法で4時間以上，高水位法で3時間以上で死滅した．

　3）原虫は42℃高水位法での保温中断実験では，保温

時間の合計が3時間で中断時間が15分の時に死滅し，

中断時間が1時間では生存した．

　実験2

　1）原虫は初日投薬法と4日後投薬法で，ア剤または

メ剤の5mg，7mgおよび9mgで死滅した．

　2）原虫は初日投薬法と4日後投薬法で，ア剤1．5mg

では死滅せず，メ剤3．75mg（2．5倍量）で死滅した．

　結論

　原虫は勿読％oでの42℃の保温，またはメトロニダ

ゾール溶液中で死滅し治療への応用に期待がもたれ

た．
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論　文　審　査　の　要　旨

熱帯病として地球上で3000万人近くの人々が罹患し，毎年40万から100万人の新感染が見られている皮膚

リーシュマニア症は昨今，輸入感染症の一つとして日本人にその感染が散見されるようになった．

　今日までのところ本疾患の確実な治療法は見当たらず，また罹患地の貧困な医療状況を推測すると，抗皮膚

り一シュマニア薬剤を使用しない温熱療法の確立は治療法の一端を担い得るものとして重要と思われる．この

ことより本研究は治療解明の基礎研究として学術上価値あるものと考えられる．
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